
小需要対応交通 

小需要対応交通 

盛岡駅 

将来イメージを検討する上での基本的な考え 

○地域特性に応じた交通サービスの展開 
 →需要総量や高齢化状況に応じ、地域に応じた適切かつ効率的な交通サービスを展開。 

○路線バスは現状維持が基本 
 →盛岡市への移動手段として現状の運行体系を維持・確保。 
  →但し、鉄道駅への接続や過剰供給などを踏まえ、ダイヤ・便数等の見直しは必要。 

○中山間地の小需要には既存の交通資源を活用 
 →福祉バスの低い利用率や運行経費による行財政の圧迫を踏まえ、交通サービスを転換。 
 →中期的にタクシー活用等を実施し、長期的に住民主体の交通サービスを導入。 

○移動需要の高い主要エリアを設定・主要エリア間交通の導入により地域内連携を確保 
 →市役所周辺、ふるさと交流館周辺、巣子駅周辺を主要エリアに設定 
 →日常生活の移動において移動需要の高いエリア間を繋ぐ交通サービスの導入 

○事業者間調整を踏まえた、将来的な共同運行の可能性検討 

■滝沢市における交通網の将来像（案） 

基本的な考え（イメージ図） 

具体的な将来像（案） 

○広域連携都市圏の一部を担う市として盛岡市との連携を確保 
 →市内と盛岡市とを繋ぐ交通サービスとして鉄道・路線バスを幹線軸として維持・確保 
 →他の広域連携都市を形成する市町村を繋ぐ路線についても同様に維持・確保 

○移動需要の高い拠点を主要拠点として設定し機能を強化 
 →市役所付近、ふるさと交流館付近、巣子駅付近のエリアを拠点として設定し機能強化 
 →学術研究都市の大学付近には盛岡市及び鉄道駅からのアクセス性を維持・確保 

○中山間地からは各拠点まで繋ぐ交通手段を維持・確保 
 →日常生活において最低限の外出機会を確保するため、拠点までの連携を確保 

○市街地の活性化のため、拠点間の連携を強化 
 →移動需要の高い拠点間を繋ぎ、市内地域の連携強化及び活性化に寄与 

【郊外部】 
中心部の主要拠点までの移動手段を 
既存交通資源を活用し確保 
★タクシー活用、地域主体の交通等 

【中心部】 
盛岡市までの移動手段を確保し、拠
点間の連携を強化 
★鉄道・路線バス等 

【中枢都市部】 
滝沢市内の中心部及び観光拠点等
への移動手段を維持・確保 

【主要拠点】 
市役所付近 

【主要拠点】 
ふるさと交流館付近 

【主要拠点】 
巣子駅付近 

【観光拠点】 
小岩井農場 

【学術研究都市部】 
最寄りの鉄道駅及び盛岡市までの移
動手段を確保 
★鉄道・路線バス等 

【小需要対応交通】 
地域主体の交通手段の導入を
前提とし、導入まではタクシー等
の活用による交通サービスを導
入 

八幡平市 

雫石町 

【学術研究都市】 
盛岡市や鉄道駅から大学やアピオ等へ
繋ぐ路線を維持・確保 

【路線バス】 
各主要拠点間を繋ぐ交通サー
ビスを確保し、地域内の連携を
強化 

【路線バス】 
広域連携都市である雫石町と
本市・盛岡市を繋ぐ重要な路
線として維持・確保 

【路線バス】 
広域連携都市である八幡平市
と本市・盛岡市を繋ぐ重要な路
線として維持・確保 

【主要拠点】 
移動需要の高い拠点としてアク
セス性向上を図るとともに、交通
環境を改善、接続性を向上 

【観光路線】 
繋温泉・小岩井農場の観光拠
点を繋ぐ路線として、隣接市町
と連携し、案内・情報提供等に
よる利用促進 

資料3-③ 

凡例 
   :広域路線(現行) 
   :地域内路線(現行) 
   :地域内路線(新規) 
   :小需要交通(新規) 


